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美術の機能についての一考察
－放課後等デイサービスにおける造形活動の実践及び展覧会への参加を通して－
樋　口　健　介　 幼児教育科
（2015年10月１日受理）
〔　要　　約　〕
　本論では、放課後等デイサービスにおける造形活動の実践と展覧会への参加について報告する。その
実践を通して得られた知見から美術の機能について考察を深め、今後の教育活動や研究の指針とするこ
とを目的とした。放課後等デイサービスにおける造形活動の実践と展覧会への参加を通して、美術には
人と人、人と社会、施設と地域など様々なものの間に入り込み、ゆるやかに関係を繋ぐ媒介としての機
能があるのではないかと考えた。今後は、このような美術の媒介としての機能に着目して、造形活動の
実践と検討を重ねてきたい。
Ⅰ．はじめに
　美術は何か役に立つのだろうか。
　大学で美術を専攻し、様々なものづくりの方法や表
現方法を学んだものの美術または美術教育に対して意
義や価値、可能性を見いだせない者も多いように思う。
筆者においても、制作者として自己の表現を追求する
ことに没頭し、美術を誰かのため、あるいは社会のた
めに役に立てようと考えることはせずに、そもそも役
に立たないから美術は面白いのだという開き直りの考
えさえ持っていた。美術や美術教育に携わる者がその
ような状態であるならば、ましてや美術に対して特に
興味がない人や関わりがない人が、美術は役立たずで
教育にも不必要な教科だと考えてしまうことは無理の
ないことであるだろう。美術教育の意義を情操や感性、
創造性や自己表現などといった言葉で説明されても、
そもそも美術に興味のない大多数の人が納得できない
ことも理解できることである。
　本論は美術や美術教育の意義を明確にしようとする
ものではない。筆者が授業やワークショップ１）、展覧
会の企画といった他者と関わる造形活動を計画し行う
立場となって得た気付きをまとめたものにすぎない。
作品を制作し発表するという自己表現の道具として美
術を使うだけではなく、直接的な人との関わりの中に
おける美術の使い道の一つを提示出来ればと考えた。
本論においては、授業やワークショップといった造形
活動を美術の一つの要素と捉え論じる。放課後等デイ
サービス２）における造形活動の実践と展覧会への参
加を事例報告としてまとめ、その実践を通して得た知
見から美術の機能について考察を深め、今後の教育活
動や研究の指針とすることを目的とした。
Ⅱ．事例報告
　平成26年７月から平成26年11月までに行った放課後
等デイサービス「Harmony」３）における９回の造形活
動の実践と子どもたちが制作したものを出品した展覧
会「てんてん展～えがく・ほる・つむぐ　日々をたが
やす人たち～」への参加について、活動企画の背景や
概要、実施内容を以下に示す。
１．放課後等デイサービス「Harmony」における造
形活動について
１）活動企画の背景
　平成26年３月に天童市総合福祉センターにおいて、
障がいのある児童とその保護者向けに親子で参加でき
る造形ワークショップ「スタンプ遊びと大きな紙に落
書き遊び」４）を実施した。活動内容は大きな紙に絵具
でスタンプを押し、落書きを自由に行うものであった。
参加者からは普段、家では出来ない活動でとても楽し
めたという感想を頂いた。中には自分の子どもが絵を
描けることを知らなかった、絵を描く姿を初めて見た
という保護者の方もおり、いかに造形活動が日々の生
活からかけ離れているものになっているかを実感する
機会となった。また、このワークショップは一回きり
のイベントとして行われたが、定期的に継続した造形
活動を行えないかと考えるきっかけとなった。
　平成26年４月、天童市に放課後等デイサービス
「Harmony」が新たに開所した。平成26年３月の天
童市総合福祉センターにおけるワークショップの参加
者に「Harmony」で働くことになった支援員さんが
おり、その方の紹介で今度はそこへ通う子どもたちを
対象に造形活動を行いたいというお話を受け、平成26
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年７月より筆者が講師を担当し定期的な造形活動を企
画することとなった。
２）活動概要
①活動期間
　平成26年７月から平成26年11月までの活動内容を本
論には記載している。（その後も定期的に活動を継
続中である。）
②活動場所
　放課後等デイサービス「Harmony」の一部屋、ま
たは廊下
③活動の経費
　一回の造形活動あたり材料費として3,000円が施設
から支給される。
④講師
　筆者
　お手伝いの学生が０～２名（興味がありそうな学生
がいれば参加してもらっている。）
⑤参加人数、対象
　５～12名程度の施設へ通う小学生から高校生までの
児童である。障がいの程度は様々であるが、自閉症、
ダウン症、ADHDなど、何らかの障がいがある児
童である。
⑥活動の目的
　子どもたちが自由に安心して造形活動を行える場を
提供し、子どもたちが主体的に造形活動を楽しみ充
実した時間を過ごせるようにすることを目的として
いる。
⑦活動への取り組み方、支援の方法
　活動の目的を達成するために筆者は講師という立場
ではあるが、子どもたちにとって教育的な指導を行
う先生にはならないように活動の制限は最低限に留
め、共に造形活動を楽しむために十分な材料を用意
して持ってくる配達屋さんのような存在となれるよ
うに心がけている。また、子どもたちに無理にもの
を作らせるようなことにならないように、それぞれ
の子どものペースに合わせた造形活動が行えるよう
に支援員さんに協力して頂いている。そして、活
動を支えて下さっている支援員のみなさんにも子
どもたちと一緒に造形活動を楽しんでもらうように
している。ただし、子どもたちが危険な行為をした
り、学生ボランティアに対し距離が近すぎる場合な
どはしっかりと注意、指導するようにすることを支
援員さんとの話し合いの中で決めた。子どもたちと
共に楽しむ造形活動を通して、子どもたち一人ひと
りへの理解が少しでも深まれば、より良い支援へと
繋がっていくのではないかと考えている。
３）実施内容
①「大きなキャンバスにスタンプ遊び」
日程：平成26年７月18日（金）
時間：15：30～17：00
内容：キャンバスに段ボールで作ったスタンプや紙
　　　コップなどに絵具をつけて押していく。
　「Harmony」で初めて行った造形活動である。海の
日に因んで段ボールに青の絵具をペタペタ塗っていく、
そのような活動にしようと支援員さんと計画していた。
しかし、筆者が用意した大きなキャンバスと大量の絵
具のために子どもたちは興奮状態となり、活動を行っ
た施設の廊下と壁は、ブルシートや新聞紙で養生して
いたが絵具で汚れ大変なことになってしまった。遂に
は台所でバケツの水をひっくり返す子どもが現れ、台
所は水浸しになってしまい、支援員のみなさんには多
大なご迷惑をかける結果となった。事前準備や材料の
量など反省点は尽きないが、子どもたちのエネルギー
をじかに感じることができた印象深い活動であった
（図１）。
　
②「フロッタージュ５）遊び」
日程：平成26年８月１日（金）
時間：10：30～12：00
内容： クレヨンを使ったフロッタージュ（こすりだ
　　　し）遊びを行う。
図１　スタンプ遊びの様子
図２ フロッタージュ遊び
 の様子
図３ クレヨンの空き箱な
 どで作った人型の制
 作物
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　クレヨンを使ったフロッタージュ（こすりだし）遊
びを行った（図２）。フロッタージュは凹凸のあるも
のの上に紙を置いてこすり模様を写し取る技法である。
子どもでも簡単に出来る技法であり、制作者の意図し
ない模様が紙に写し取れる魅力がある。筆者が見本に
団扇の模様を写し取って見せると子どもたちも興味を
示してくれた。用意していた団扇やオクラの網袋、紐
などを写し取り、それに飽きた子どもは施設の床のフ
ローリングをこすり出していた。しかし、飽きるのも
早く楽しんでやってくれたのは１、２枚で、後は各々
自由な時間を過ごしていた。具体的な制作物がもう少
し見えたほうが子どもたちの意欲が持続しやすかった
のではないかと考えられる。
　図３はフロッタージュに飽きたＫ君がクレヨンの
入っていた箱を材料に、ハサミとテープを使い制作し
たものである。得意な道具や好きな素材が一人ひとり
異なり、それに合わせた活動を行う難しさを感じなが
らも、素材に反応し手が動き、いつの間にか何かが勝
手に出来上がる子どもたちの制作過程に驚きと憧れを
抱いた。
③「ビリビリ変な生き物づくり」
日程：平成26年８月８日（金）
時間：10：30～12：00
内容：余った包装紙や広告などをくしゃくしゃにして
　　　遊び、ちぎった紙の切れ端を組み合わせて変な
　　　生き物を作る。
　余った包装紙や画用紙の端切れを使い「ビリビリ変
な生き物づくり」を行った。まずは紙をひたすらにく
しゃくしゃにする（図４）。そして、ビリビリに破き、
その後、自由に細かい紙を組み合わせて貼り、ペンや
クレヨンで加筆して変な生き物を作る活動である。紙
をくしゃくしゃにする感触や音を楽しむことを導入と
して、紙の質感の変化を楽しむことをねらいとした。
最終的に生き物のような形が出来上がった子どもは少
なかったが、ただひたすらにビリビリ破く、ただただ
集めて宙に舞わせる（図５）、テープを紙に張り続け
る、ホッチキスを止め続けるなど、一人ひとりが紙に
手を加えることを楽しんでいた。このようなものを作
るという最終的な完成形が明確でないために幅の広い
活動となった。
④「スライム作り」
日程：平成26年８月22日（金）
時間：15：30～17：00
内容：スライム作りを行う。
　絵具でスタンプ遊びをした活動において、絵具の感
触に子どもたちがとても興味を持って楽しんでいたた
め、スライム作りも楽しんで行うことが出来ると考え
た。いつもは短時間で飽きてしまう子どもも、ぬるぬ
るした触感が大好きな様子で豪雨と雷の音に怯え耳を
押さえながらも（この日は、ものすごい雷雨の日で
あった）、スライムをずっと混ぜ続けていた。最後に
は絵具が混ざり過ぎて何色なのか分からないスライム
となった。
　二週間前の活動で紙をちぎって空中に舞わせる遊び
に夢中になっていたＴ君（図５）がこの日も同じよう
にその遊びを行っていた。まだ、熱中していたんだと
いう驚きと、赤やピンクの色紙も新たに混じり、雷雨
が見える窓際でひたすら空中に紙を舞わせる姿はまる
で雨乞いの儀式ようで妙に脳裏に焼きついた。
⑤「修正テープで描いてみよう」
日程：平成26年８月29日（金）
時間：15：30～17：00
内容：修正テープや修正液を使って、色画用紙やキャ
　　　ンバスの裏地に落書きする。
　月に一回行われる誕生日会の後に、修正テープや修
正液を使って、色画用紙やキャンバスの裏地に落書き
をする活動を行った（図６、７）。テープを転がして
シャープな線が引ける感触と有色の下地に白線が浮き
出すように描けることに興味を持ってくれるのではな
いかと考えた。子どもたちにとっては修正テープで線
図６ キャンバスの裏地に
 修正液で落書きする
図７ 画用紙に修正テープ
 で描く
図４ 包装紙をくしゃく
 しゃにする 
図５ ちぎった紙を窓際で
 舞わせる
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を引くことが、なかなか難しく曲線を引くとテープが
絡まり、苦戦していた。道具が扱いにくいと活動へス
ムーズに入り込みにくく、楽しみづらいものになって
しまうため、改善が必要である。最後は、いつの間に
かお面作りの活動となっていた（図８）。
⑥「小麦粉粘土遊び」
日程：平成26年10月３日（金）
時間：15：30～17：00
内容：小麦粉に水を入れて練り、粘土状にしたものへ
　　　水彩絵具で色をつける。
　ボールに小麦粉を入れて、水を混ぜ練るところから
始める。さらさらとした粉から徐々にネチョネチョし
た質感へ変わり、滑らかな小麦粉の塊になるまでの触
感の変化を楽しむ。絵具遊びやスライムなど触感が面
白いものが、子どもたちは大好きである。特に導入を
しなくても、素材に触れているだけで活動に夢中に
なってくれる。何かの形までにはならなくても絵具を
混ぜて、小麦粉をこねる作業を楽しんでくれたようで
あった。図９は中学生のＩさんが作った車と運転手で
ある。当時のＩさんは消しゴムのカスを集めた練り消
しのようなもので作った妙に艶のある人形（この人形
には、ほのかさんという名前がついている）をいつも
ポケットに忍ばせて持ち歩いており、とても印象に
残っている。この日も施設へ来るのは他の子どもたち
よりだいぶ遅く造形活動の時間も短かったが、小麦粉
粘土で車と運転手（ほのかさんと思われる）を慣れた
手つきで作っていた。
　
⑦「紙粘土遊び」
日程：平成26年10月31日（金）
時間：15：30～17：00
内容：紙粘土に水彩絵具で色をつけて、自由に形を作
　　　る。ビー玉やＢＢ弾を粘土に埋め込む。
　小麦粉粘土の活動の続きのような流れで紙粘土に絵
具で色をつけ形を作り、ビー玉やＢＢ弾で装飾してい
く活動を行った（図10）。小麦粉粘土は保存がきかな
いが、紙粘土であれば長期間保存することが出来る。
触感の楽しい素材については何もしなくても、触って
いるうちに活動へ入っていくことが出来る。アルミホ
イルの芯で粘土を伸ばしたり、紐や凹凸のついた木材
などを用意して粘土へ模様を写し取る遊びも気軽に行
える。しかし、絵具を混ぜ込む時には注意が必要であ
る。絵具のチューブを机に出したままにしておくと、
目の前にある全ての絵具を絞り出したくなる衝動に駆
られる子どももいる。そのような気持ちも理解できる
ため、絵具を存分に使える活動はまた別に設定するよ
うにしている。この日のような活動では、一人ひとり
の子どもが必要な分量をその都度出して対応していく
ことが必要である。
⑧「紙コップ遊び」
日程：平成26年11月7日（金）
時間：15：30～17：00
内容：大量の紙コップをばらまいたり、積んだり、並
　　　べたりして遊ぶ。
図８　お面作りの様子
図９　小麦粉粘土で作った車と運転手 
図10　紙粘土にビー玉などを埋め込んだもの
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　約8000個の紙コップを用意し、ばらまいたり、積ん
だり、並べたりして遊ぶ活動を行った。この活動は紙
コップを持って行くだけの準備しか必要がなく手軽に
行うことが出来る上、子どもから大人まで誰がやって
も楽しめる。そのため、小学生を対象としたワーク
ショップや高校生の体験授業などで行う機会もある。
人数や場所によって活動の展開はその場によって異
なるが、「Harmony」は通常の一軒家の二階を改装し、
施設として利用しているため、この活動を行うには少
し狭かったように考える。しかし、普段の生活では
やってはいけないと注意され続けているであろう、ば
らまくという行為を紙コップを素材として存分に楽し
む姿が見られた。それぞれの子どもが自分のペースで
楽しむことが出来る活動であると考える。その後、何
度も子どもたちから、もう一度やろうという要望が多
い活動である。
⑨「米袋で服づくり」
日程：平成26年11月28日（金）
時間：15：30～17：00
内容：米袋にハサミで頭と腕を通す穴を空け、ペンや
　　　画用紙で装飾し、服づくりを行う。
　米袋は素材が紙のため、ペンなどで落書きすること
が容易であり、丈夫なので工作の材料としては使いや
すい素材である。体の入る大きさの米袋を材料とし、
ハサミで頭と腕が通るように穴を空ける。その後は水
性ペンで落書きをしたり（図11）、画用紙の切れ端を
集めた箱から自由に画用紙を取り、自分の米袋へ貼り
つけオリジナルの服を作っていく。子どもたちは身に
つけて変身できるものが好きなので、興味を持って活
動を行っていた。筆者や支援員さんも米袋を着て一緒
に活動したところ、子どもたちが大人の服に絵を描き、
大人が子どもの服に絵を描くという活動に発展した
（図12）。ボディーペイントとまではいかないが、他
人に絵を描くという行為の楽しさを子どもたちとお互
いに描き合う中で実感できる活動となった。
２．展覧会「てんてん展　～えがく・ほる・つむぐ
日々をたがやす人たち～」への参加について
１）活動企画の背景
　筆者は天童で活動する「天童アートロードプロジェ
クト」６）に平成25年から参加している。「天童アート
ロードプロジェクト」はものづくりのワークショップ
や展覧会を企画し、地域の様々な人と関わりながら、
いつもと少し違う地域の風景の発見やゆるやかな人の
つながりを生みだすことを目標に活動している。年に
一回、天童市美術館で開催している展覧会では地域の
方の作品、アーティストの作品、ワークショップでそ
の参加者と制作した作品などを展示している。そのよ
うな展覧会へ「Harmony」の子どもたちが造形活動
で制作したものを出品することによって、展覧会の鑑
賞者に施設や子どもたちのことを知ってもらう機会と
なればと考えた。
２）展覧会の概要
①展覧会名
　「てんてん展　～えがく・ほる・つむぐ　日々をた
がやす人たち～」
②主催
　天童市美術館
③企画／運営
　天童アートロードプロジェクト実行委員会
④協力
　東北芸術工科大学
⑤後援
　川原子公民館、天童市教育委員会、天童将棋株式会
社、山口公民館、羽陽学園短期大学、放課後等デイ
サービス「Harmony」
⑥展示期間
　平成26年11月16日（日）～11月30日（日）（月曜日
は休館日）
　開館時間 ９：30～18：00（入館は17：30まで）
⑦会場
　天童市美術館
⑧展覧会の目的
　　「天童アートロードプロジェクト」が定期的に
行っているワークショップの活動やそこで制作した
作品を展示することで、地域の中に様々な表現活動
を行っている人がいることや地域での多様な生き方
があることを伝えていくことを目指している。また
展覧会が年齢も立場も異なる人と人とが新たに出会
うきっかけとなればと考えている。なお、天童市美
術館の全面的な協力により展覧会を開催している。
図11 米袋へ落書きする学
 生ボランティアと子
 ども
図12 支援員さんが着てい
 る米袋へ落書きする
 子どもたち
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３）実施内容
①「Harmony」の展示スペースについて
　展覧会「てんてん展～日々をたがやす人たち～」
では、地域の様々な人たち（商店の経営者、二児の母、
お寺の坊守、施設の職員、学生、教員など）が作品を
持ち寄って特に優劣をつけずに同じ立場として展示
を行う（図13）。また展示期間中には美術館のロビー
や会場内で来場者を対象に造形ワークショップも行
われる（図14）。今回はその会場の一角（5ｍ×3ｍ×
3ｍ）を「Harmony」の子どもたちが制作したものの
展示スペースとした。スペースの中には施設の紹介パ
ネル（図15）と施設へ通う子どもたちの顔写真に名前
が入ったパネルも一緒に展示した。壁面には画用紙や
紙、キャンバスなどの平面作品を横への広がりを意識
して展示した（図16）。床には「Harmony」での造形
活動の際に撮影した写真を貼りつけた段ボールを配置
し、その上に粘土でつくられた立体作品や造形活動で
使った道具（ボールや絵具、修正テープなど）を展示
した（図17）。
②展示方法について
　「Harmony」の子どもたちの制作したものを展示す
るにあたって、二つのねらいを持って展示を行った。
　一つは、展示が施設の紹介になることをねらいとし
た。放課後等デイサービス「Harmony」は天童市に
平成26年４月に新しく開所した施設である。施設の役
割や機能を果たすには施設がある地域と良好な関係を
築く必要がある。今回の展示が地域の人に新しい施設
を知ってもらう一つの機会となればと考えた。そのた
めに展示には造形活動で制作したものだけでなく、写
真を使い、子どもたちの造形活動の様子や施設の中の
雰囲気を感じられるようにした。また、展示期間中に
開催したギャラリートークに「Harmony」の支援員
さんにも参加していただき、作品の背景にある子ども
たちの日々の様子や造形活動の様子などを話してもら
う機会を設けた（図18）。
　もう一つは、鑑賞者に子どもたちの生活の様子を感
じてもらいたいということである。今回、展示したも
のはアーティストが表現活動として制作したいわゆる
美術作品ではなく、子どもたちが日々の生活の中で描
いた落書きや造形活動で遊んだ痕跡のようなものであ
る。表現したいから作るというよりも、日々の遊びの
中や支援員さんとのコミュニケーションの中で自然と
生まれた足跡のようなものだと考えている。その為、
作品一つ一つにタイトルや名前を書いたキャプション
をつけずに展示し、美術館にある美術作品として鑑
賞者が受けとらないように意図した（図19、20）。ま
た作品と作品の間隔をとらず、所々重ねて展示した
り、造形活動に使った道具や活動中の写真を段ボール
へ貼って展示することで、子どもたちの制作したもの
で壁面が埋まっている施設の雰囲気や造形活動中の様
子が伝えられるように模索した（図21）。
③「Harmony」の子どもたちによる天童市美術館へ
の来訪について
　施設へ通う全ての子どもが訪れることは難しかった
が、平成26年11月22日（土）に８名程の子どもたちが
展示を見るために、支援員さんと共に天童市美術館
を訪れている。自分たちが制作したものが美術館に
展示してあるという状況を不思議そうに「ハーモニー
だぁ」とつぶやきながら眺めていた（図22）。また、
美術館の広い空間を走り回って飛び回る子どもや、鑑
賞者が自由に制作できるスペースに用意されていた綿
の箱にお風呂のように埋もれる子ども（図23）、てん
てん展とは別の展示室にあたる熊谷守一７）の展示室
にある中央のソファで大胆にも大の字で、くつろぐ姿
が見られた（図24）。なお、事前に触れても良い作品
と触れてはいけない作品については子どもたちに伝え
ており、行動に注意が必要な子どもについては支援員
さんが傍について館内を周るよう配慮した。また別の
日に、親や兄弟を連れてワークショップに参加してく
れた子どもも見られた。
図13　展覧会の会場風景 図14 美術館ロビーでの造
 形ワークショップ
図15 「Harmony」の展示
 スペース①
図16 「Harmony」の展示
 スペース②
136
－　　－251
美術の機能についての一考察
Ⅲ．考察
１．放課後等デイサービス「Harmony」における造
形活動を通しての考察
１）造形活動を行う環境設定について
　放課後デイサービスを行う施設は基本的に子どもた
ちが放課後をゆっくりと過ごすためのスペースである。
そのような場所で造形活動を行うには、学校の図工室
で行う造形活動と異なる配慮が必要になる。
　まず、壁や床の養生である。造形活動の内容によっ
て、どこまで養生するかは異なるが特に絵具を使う場
合は、ブルーシートや新聞紙などで壁や床を養生する
必要がある。また、あまり汚れないと思われる活動に
おいても、ブルーシートを敷き造形活動を行うスペー
スを確保することで、子どもたちの気持ちを何かもの
を作ろうかなという方向へ向かわせる効果もあると考
えられる。
　次に、材料の量や道具の出し方への配慮である。絵
具を使う活動では、絵具のチューブを出しっぱなしに
してしまうと目の前にある絵具をすべて出し尽くして
しまう場合もあるため、子どもたちが必要な時にその
都度、適度な分量を出し渡す配慮が必要である。仮に
飲み込んでしまっても、体に害の少ない絵具の方が安
全に活動を行うことが出来る。また、制作する過程に
決まった順序がある場合は道具を一つずつ出して必要
な時に渡す方が良いと考える。例えばハサミで切って
ペンで落書きする場合は、まずハサミで切る活動を行
い、ハサミを片づけてから、ペンを渡し描いた方が混
乱は少ないであろう。段取りが少なく危険がない活動
においては、素材や道具は制限をせずに、子どもたち
が使いたいだけ使うことの出来る用意をしておくと自
分なりの制作を楽しむことが出来る。
　そして、造形活動へあまり気が乗らない子どもや飽
きてしまった子どもに対する配慮である。施設には
様々な障がいを抱える子どもが集まって過ごしている。
子どもたちそれぞれの好きなことや嫌いなこと、こだ
わり、その日の気分によっても造形活動への意欲が変
わってくるのは当然のことだと思われる。もちろん子
どもたちが楽しくものづくりを行えるように準備をす
るが、あまり気が乗らない子どもや飽きてしまった子
どもには無理に何かを作らせることはせず、絵本やア
ニメなどその子が安心して過ごせるように準備してお
く必要がある。無理に造形活動をやらせてしまうこと
は、ものづくりがただ嫌いになってしまうきっかけに
なりかねず、本来の造形活動を楽しむという目的から
外れてしまうからである。支援員さんと協力し、それ
ぞれの子どもに対する対応が必要である。
２）造形活動の枠について
　造形活動の枠とは、材料と道具の量や種類をどのく
らい用意して、最終的に制作するものをどの程度明確
にしておくか、事前に活動の進行者が定めておく条件
である。例えば、参加者に赤い折紙を一枚渡し、全員
が同じ赤い折鶴を一つずつ作る活動は造形活動の枠が
狭い活動であると考える。逆に材料や道具、題材を豊
富に用意し、参加者が選択できる余地が多くある活動
では最終的に出来上がるものの種類も参加者に応じた
数となり、造形活動の枠が広い活動であると言える。
図17 「Harmony」の展示
 スペース③
図18 会場でのギャラリー
 トークの様子
図19 「Harmony」の展示
 スペース④
図20 「Harmony」の展示
 スペース⑤
図21 「Harmony」の展示
 スペース⑥
図22 「Harmony」の子ども
 たちの美術館来訪①
図23 「Harmony」の子ども
 たちの美術館来訪②
図24 「Harmony」の子ども
 たちの美術館来訪③
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造形活動の進行者はこのような枠を様々な状況（参加
者の人数、年齢、場所、時間、コンセプト、材料費な
ど）に応じて設定し、事前の準備を行う。
　施設へ通う子どもたちは本当に千差万別である。年
齢の違いや抱える障がいの種類などにより得意なこと、
苦手なこと、好きなものへのこだわりがはっきりして
いる。その為、年齢によってクラス分けされた保育園、
幼稚園、それ以降の学校で行う造形活動よりも造形活
動の枠を広げる必要があると考えられる。特に制作の
手順をしっかりと踏まなければ作品が完成しない活動
や、完成作品がきっちりと決まっている活動はあまり
向いていないだろう。一人ひとりの子どもたちが作る
過程の中で自分のこだわりに応じた手順を見つけ楽し
める活動を設定することが理想的であると考える。ま
た、どのような活動においても様々な理由から上手く
活動へ入り込めない子どもがいることは想定される。
そのような子どもに対しては無理やりみんなと同じ造
形活動をさせることにならないように、別の選択肢を
選ぶことの出来る準備が必要である。
３）人と人とを繋ぐ媒介としての美術の機能について
　施設での造形活動を継続して行う中で筆者が素朴に
感じたことは、子どもたちとなんだか妙に“仲良くな
れた”気がしたことである。気がしただけなので子ど
もたちの方からすれば、そんなことは全く感じていな
いかもしれないが、少なくとも筆者にはそのように感
じられた。あまり人とのコミュニケーションが得意で
はなく、人と親しくなるには時間がかかる方だと自身
のことを分析していたため、不思議な感覚であった。
施設へ通う子どもたちと筆者の相性が合うだけではな
いかとも考えられるが、それ以上に一緒にものを作る
という造形活動を行ったことが影響したのではないか
と考えるようになった。
　“仲良くなれた”とはどのような状態なのだろうか。
仲、つまり人と人との間柄８）が良好になった状態で
あり、良好になったとはお互いがお互いの性格や特徴、
趣味や趣向などを含めた人となりを理解し合い、ある
程度の信頼関係を築けた状態であると考える。そのよ
うに考えると、造形活動を繰り返し行ったことがお互
いの人となりを理解するための仲立ちとなり、両者の
関係をゆるやかに繋ぐ媒介として働いたという推測を
するに至った。
　筆者は放課後等デイサービス「Harmony」での造
形活動の実践を通して、子どもたちの人となり（性格、
特徴、こだわり、趣味、趣向など）を少しずつ理解す
ることが出来た。例えば、スーパーカーに熱中してい
ること、支援員さんの車のナンバーを暗記しているこ
と、紙をハサミで切ると落ち着くこと、『にほんごで
あそぼ（NHK）』（特に野村萬斎さん）が大好きなこ
と、指差した自分の体の部分を誰かに触ってもらいた
ことなど、挙げていくときりがない。中には、造形活
動を行うことでしか知り得ない子どもの人となりも
あったと考える。また造形活動を通して、筆者自身の
人となりを子どもたちが感じてくれていたのでないか
と考える。少なくとも子どもたち自身が作るものに興
味を持つ変な人くらいの認識は、筆者に対して持って
くれているように感じる。同じ時間をただ単に過ごし
ただけでは分からないお互いのことが理解出来てくる
ということは、造形活動というある共通の作業の場を
設定することで、その場にいる人と人との関係を美術
という媒介が繋いでくれた結果だと考察する。
　この人と人とを繋ぐ媒介としての美術の機能は、造
形活動への参加者が特に共通のコンテクスト（背景、
状況、文脈）を持たない場合により有用に働くのでは
ないか、と考えている。なぜなら、美術は必ずしも言
葉を必要としないからである。放課後等デイサービス
を行う施設には、障がいのある子どもたちが集まって
いる。一人ひとりの子どもが特有の世界観を持ってい
ると思われるため、筆者や支援員さんのような大人と
子どもたちとの間では言葉によるコミュニケーション
が成立しづらいことも多い。そのような状況におい
て、必ずしも言葉が必要にならない、ものづくりの場
を楽しく共有することがコミュニケーションのきっか
けとなり、お互いへの理解が深まる機会を作り出して
いると考える。これは美術における、ものを制作する
過程を他者と共有することで生まれる美術の機能の一
つではないだろうか。筆者は放課後デイサービスを行
う施設のように言語によるコミュニケーションだけで
は、お互いについて理解し合うことが難しい場におけ
る、人と人とを繋ぐ媒介としての美術の在り方に可能
性があると考えている。ただし、活動をデザインする
側が造形活動の場はあくまでコミュニケーション（参
加者のものづくりから意図を読み取ろうとする）の場
であるという視点を持っていなければ、この美術の機
能は十分には働かないと考える。美術という知識や技
術を他者に教えるという視点が強すぎると、自然とコ
ミュニケーションは教える側からの一方通行となりや
すいからである。参加者のものづくりの過程から制作
の意図や参加者の人となりを読み取ろうとする意識は
弱まり、いわゆる授業のように先生の考えを一方的に
生徒に伝える場となってしまう。美術を遊び道具とし
て造形活動という遊び場を共有することが、人と人と
を繋ぐ媒介としての美術の機能が働くためには必要に
なってくると考える。
　以上の考察は、筆者が実践を通して実感したこ
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とに留まっている。今後は放課後等デイサービス
「Harmony」の支援員さんにご協力頂き、人と人と
を繋ぐ媒介としての美術の機能について検討していき
たい。
４）支援員さんとの協力体制について
　筆者のような外部の人間が施設で造形活動を継続的
に行う場合、施設の支援員さんとの協力は必要不可欠
である。活動を行う場所や道具の準備、活動中の子ど
もたちへの支援、活動後の片付けや掃除、保護者への
説明や連絡など、一人で行うことはとても困難である。
また、何よりも子どもたちの造形活動に対する前向き
な理解が支援員さん一人ひとりに必要である。このよ
うな協力体制を築くには、活動を定期的に継続して行
う中でお互いの信頼関係を構築していくしか方法はな
いであろう。子どもたちの造形活動を協同で支える経
験がお互いを知る機会となり、徐々に造形活動への理
解やお互いへの信頼を深める機会ともなっている。筆
者と支援員さんとの関係の構築にも人と人とを繋ぐ媒
介としての美術の機能が働いているのではないかと考
える。
２．展覧会「てんてん展　～えがく・ほる・つむぐ
日々をたがやす人たち～」への参加を通しての考察
１）展覧会への来場者数と客層について
　今回の展覧会「てんてん展　～えがく・ほる・つむ
ぐ　日々をたがやす人たち～」は２週間で約1000人の
来場者数であった。この数字が多いのか少ないのかに
ついては判断が難しいが、筆者が絵画を出品している
公募団体による山形市での展覧会に１週間で約300～
400人の来場者数であることを考えると予想以上の来
場者であった。また、地域の様々な人たちが合同で展
示を行うという展覧会の性質上、出品者の関係者など
を中心に美術に関心がない人も訪れてくれた。中には、
天童市美術館へ初めて来たという周辺地域の住民もい
た。また、週末には子ども向けの造形ワークショップ
を開催したこともあり、親子づれでの来館も目立つ結
果となった。
２） 放課後等デイサービスを行う施設が展覧会へ参加
する意義について
　今回のような地域で行われる展覧会に放課後等デイ
サービスを行う施設が参加することには、以下のよう
な点で意義が考えられる。
　一つは、施設の存在や施設へ通う子どものことを施
設がある地域の方に知ってもらうことが出来る点であ
る。近年、障がいを抱える人々への支援についての考
え方や法律も変化し、従来の施設や病院での生活支援
から地域の中での自立に向けた生活支援が求められる
ようになってきた９）。そのような支援を行うには地域
に住む人々の施設や障がいへの理解が必要である。今
回の展示を施設がある地域の美術館で実施できたこと
によって、地域に住む人々に多少なりとも施設や子ど
もたちのことを知ってもらうきっかけとなったとすれ
ば、意義のあることである。ギャラリートークにおい
て支援員さんから施設や子どもたちについて話して頂
いたことは、鑑賞者から子どもたちに対する支援の方
法について質問が出てくることに繋がった。知っても
らうということに関して、とても効果的であったと考
えている。
　もう一つは、子どもたちのものづくりに対する視点
の提示である。展示期間中に会場で子どもたちが通う
養護学校の先生と、子どもたちの制作したものを見な
がらお話しする機会があった。その先生の学校では、
今回展示した自由な落書きのようなものを授業の活動
として行うことは少なく、授業時間以外に子どもたち
が作っていても、時間が限られているので止めてしま
うこともあるとのことであった。また、今回のような
制作物でも展示が出来るのだという感想を持ったとの
ことであった。筆者は子どもたちの作ったものが、い
わゆる美術作品として鑑賞者に受け取られないように
展示方法に配慮した。なぜなら、子どもたちが作った
ものは支援員さんとのやり取りを通して生まれた日記
のようなものであり、造形活動という遊びの痕跡であ
ると考えたからである。それは、人がその時そこにい
た記録であり、生きた痕跡でもある。どんなに表面が
美しく整えられ、様々なコンセプトによって説明され
た美術作品においても、ものづくりによる表現の根源
的な部分は子どもたちと同じ記録や痕跡のようなもの
ではないかと筆者は考えている。展覧会全体として、
子どもたちの作品、地域の方の作品、作家の作品を同
じ空間に並べたことで作品の在り方について疑問を投
げかける、美術という枠組みの広さや良い意味での曖
昧さを感じてもらえる展示になったのではないだろう
か。先述の養護学校の先生がどこまで展示側の意図を
読み取ってくれたかは分からないが、子どもたちのも
のづくりに対する視点や美術への捉え方の幅が少しで
も広がったのであれば、展覧会へ子どもたちが参加し
た意義があったと考える。
３）「Harmony」の子どもたちによる天童市美術館へ
の来訪について
　「Harmony」の子どもたちにとって、これまで美術
館へ足を運ぶという経験はほとんどなかったことであ
る。「Harmony」の子どもたちに限らず、美術に興味
のない大多数の人たちにとって、美術館はほとんど縁
のない場所になっているように思う。その原因は美術
の分かりにくさや格式ばった敷居の高さにあるように
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考える。美術は非日常を感じさせてくれるものではあ
るが、あまりにも日々の生活から離れた存在になって
しまっては、美術に興味を持つきっかけさえなくなっ
てしまう。ある種の緊張感を伴うような展示も美術表
現の面白さではあるが、美術に少しでも興味を持って
楽しむ人を増やすためには、まず美術に気軽に触れて
もらえる機会を作り、美術のハードルを下げる試みも
必要ではないだろうか。
　「Harmony」の子どもたちは自分たちの制作したも
のが展示されるということが、天童市美術館を訪れた
きっかけとなっている。静かに作品に触れないように
気をつけながら鑑賞する一般的な美術館の楽しみ方と
は異なるが、子どもたちの全身で美術館を楽しむ姿か
らは、美術の展示方法について一つの可能性を感じと
れるものとなった。美術館が遊び場となる、それは美
を楽しむこととは少し外れるかもしれないが、美術を
身近に感じてもらえるきっかけとなるのではないかと
考える。
４）人と社会、施設と地域を繋ぐ媒介としての美術の
機能について
　展覧会への出品者も含めた鑑賞者は、子どもたちの
制作したものを通して子どもたちや子どもたちが通う
施設について知ることになる。それは、ものを介在し
た間接的な関わり方である。しかし、全く何も知らな
い状態からは一歩近づき、子どもたちのこと、施設の
ことを少し身近に感じてもらえたのではないだろうか。
そして、鑑賞者それぞれの受け止め方ではあるが、子
どもたちの制作したものに少しでも共感や面白さを感
じてもらえたならば、今後、より興味を持って障がい
や福祉施設、また美術に目を向けてもらうきっかけと
なると考える。ものを作り、展覧会という場を設け発
表し、様々な人に見てもらうということが改めて社会
と繋がるきっかけとなることを実感した。
　展示の実施を通して、展覧会が子どもたちと社会と
の繋がりを作る場、そして施設と地域との繋がりを作
る場となる可能性があると考えた。このような作品を
介在した関わりには、人と社会や施設と地域をゆるや
かに繋ぐ媒介としての美術の機能が働いているのでは
ないかと筆者は考察する。美術は主に作品というもの
を通して行う表現活動である10）。また、美術による表
現には必ずしも言葉が必要とならない。そして、作品
は移動が可能であり、複数の人が制作したものを集め
ることが出来る。このような美術の特徴を上手く活用
することで、直接的な関係を生み出しにくい人と人、
施設や地域の間に入り込んで、美術が媒介として働く
ことが出来ると考える。今回のような展覧会は、美術
の媒介としての機能を活かす、一つの方法であると考
える。美術はあくまで媒介であり、その結果、何か有
用なものを生み出せるかどうかは分からないが、人と
人、人と社会、施設と地域などをゆるやかに関係させ、
多様な人々がお互いを理解し合う最初のきっかけには
なることが出来るのではないかだろうか。このような
媒介としての美術の機能に筆者は可能性があると考え
る。
　人と社会、施設と地域を繋ぐ媒介としての美術の機
能について可能性を感じることができたのは、今回の
展覧会において展示した作品をカテゴライズしなかっ
たためである。日本における美術のカテゴライズとは、
例えばその作品が絵画なのか、彫刻なのか、絵画なら
ば油絵なのか、日本画なのか、油絵ならば印象派なの
か、それとも…というような作品の分類わけをするこ
とである。カテゴライズすることによって鑑賞者が作
品について理解しやすくなる利点もあるが、カテゴラ
イズしてしまうことによって、美術の可能性を狭めて
いることもあると考える。特に障がいを抱える人の
美術作品は、アールブリュット11）やアウトサイダー
アート12）、または障がい者が作ったものというカテゴ
リーで説明されることが多く、その枠の中に収められ
ていると感じることもある。カテゴライズには物事を
整理し、理解しやすくする面もあるが、一旦カテゴラ
イズされてしまったものは、その枠の中で完結してし
まい広がりを失ってしまう面もある。多様な価値観を
受け入れるはずの美術がカテゴリーを細かく作り過ぎ
ることによって、多様な価値観を受け入れるという長
所を打ち消してしまっていることも多いのではないだ
ろうか。目的に応じて、美術のカテゴリーを取っ払っ
ていくことも必要であろう。今回の展覧会においては、
様々な出品者の作品をカテゴライズしなかったことで、
鑑賞者にとって展覧会の意図は捉えづらいものになっ
ていた面もある。しかし、障がいを抱える子ども、地
域の様々な人たち、美術を専門に学んできた人たちの
作品を分け隔てなく、一緒くたに展示したことで人と
人、人と社会、施設と地域などの間で媒介となり、ゆ
るやかな関係性を生み出す美術の機能についての可能
性は示唆できたのではないかと考える。
Ⅳ．今後の課題と展望
　放課後等デイサービス「Harmony」における造形
活動の実践及び展覧会への参加を通して、人と人、人
と社会、施設と地域などをゆるやかに繋ぐ媒介として、
美術が機能しうる可能性について考察を深めることが
出来た。美術や美術教育に意義や価値、可能性を見い
出せていなかった筆者にとっては、意味のある実践
であった。情報伝達の手段（medium）である美術が
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様々なものの媒介物（medium）として機能すること
は、言うまでもないことであったようにも思う。しか
し、美術を自己表現の手段として用いるだけではなく、
他者との関わりの中に持ち出すことで、実感を伴った
経験を通して美術の機能について考えることが出来た。
これらの美術の機能について検証するには、実践と検
討を繰り返すしか方法はないであろう。今後は造形活
動や展示の実践を継続しながら、支援員さんへのアン
ケート調査などを行っていきたいと考えている。
　実践を通しての課題は多くある。それぞれの造形活
動を切り取っても、材料と道具の準備や選択、活動の
進め方や支援員さんとの協力など、反省点は尽きるこ
とはない。また本論では、コミュニケーションの道具
としての美術に着目して造形活動を行う意味を考察し
たが、造形活動を行うことで子どもたちのどのような
能力が育つのか、という美術教育の根本的な意義には
答えることが出来ていない。展覧会への参加では、子
どもたちのものづくりへの視点をうまく表現出来たと
は言えない。さらに地域社会を対象に活動を行うには、
地域を良く学び地域のニーズを理解することや、様々
な人と繋がりを築くことも必要であるであろう。一つ
一つの課題に向き合いながら、実践の中で学び、改善
策や造形活動自体の意味を探求していきたいと考える。
　美術はあくまで媒介に過ぎず、美術自体が社会に大
きな成果をもたらすとは考えにくい。しかし、ゆるや
かに、良い塩梅に、様々なもの（人、もの、場所…）
を繋ぎ関係させていくことには、使いやすいコミュニ
ケーションの道具である。繋いだ結果、何か有用なも
のを生み出すかどうかは分からないが、少しでも楽し
く生きやすい世の中に貢献できるように面白い美術の
使い道を模索していきたい。
謝辞
　放課後等デイサービス「Harmony」での造形活動
の実践、また、展覧会に参加するにあたり、関係各位、
様々な方にご協力いただいた。この場を借りて、心か
ら御礼申し上げる。
注
１）一般的には、美術館、博物館などにおける教育活
動の一形式とされる。（『西洋美術用語辞典』　340
頁）しかし、近年では多様な広がりや解釈がある
ため、厳密に言えば共通する概念や合意を持つこ
とが難しい。（『美術教育の課題展望』95頁参考）
２）放課後等デイサービスとは、学校教育法 （昭和
二十二年法律第二十六号）第一条 に規定する学
校（幼稚園及び大学を除く。）に就学している障
害児につき、授業の終了後又は休業日に児童発達
支援センターその他の厚生労働省令で定める施設
に通わせ、生活能力の向上のために必要な訓練、
社会との交流の促進その他の便宜を供与すること
をいう。（児童福祉法、第六条の二の二）
３）一般社団法人「青葉の杜」が平成26年に天童市久
野本に開所した放課後等デイサービスを行う施設
である。
４）日時：平成26年３月22日（土）14：00～16：00
　　場所：天童市総合福祉センター　参加人数15名
５）「こする」という意味のフランス語frotterに由来。
凹凸のある素材の上に紙など平面素材を重ねて上
からコンテなどでこすり形を浮き立たせて偶然得
られる形態を利用する技法。（『西洋美術用語辞
典』　269頁）
６）「天童アートロードプロジェクト」は、東北芸術
工科大学の学生有志団体「みつけたむぎの」の考
え方を基盤として平成24年から天童市を中心に活
動している。「みつけたむぎの」は天童市の田麦
野地区で「地域の方とお互いを想いあえる関係を
つくる」ことを目的とし、作品制作やイベントを
行い、地域の方にいつもと違う視点から地域の風
景をとらえてもらうような機会を作り出してきた。
「天童アートロードプロジェクト」はその考え方
やノウハウを踏襲し、東北芸術工科大学の卒業生
が中心となって天童市で活動を行っているもので
ある。主なメンバーはイシザワエリ、佐々木綾子、
棚澤寛、田中里美、芳賀一彰、樋口健介である。
７）熊谷守一（1880～1977年）は風景や静物、動物な
どのモチーフの形を単純化した油彩画を中心に制
作した画家である。（『現代日本美術全集18　萬鉄
五郎／熊谷守一』参考）
８）『岩波　国語辞典　第７版』西尾実、岩淵悦太郎、
水谷静夫編集　岩波書店2009年　1092頁
９）平成25年に「障害者自立支援法」が「障害者の日
常生活及び社会生活を総合的に支援するための法
律（障害者総合支援法）」と改名され、地域移行
支援や地域生活支援事業の追加などが障害者に対
する支援として挙げられている。（厚生労働省HP
「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援
するための法律（障害者総合支援法）」の概要を
参考とした。）
10）パフォーマンス・アート、ハプニングなどのよう
に自らの身体を使い、場所や空間そのものを作品
化する表現もあるため、全ての美術表現が作品と
いう物質を通して行われるとは言えない。（『西洋
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美術用語辞典』を参考とした。）
11）「手を加えられていない芸術」という意味。「生
の芸術」と訳すこともある。意識的に作られたも
のではない作品のこと。画家ジャン・デュビュッ
フェの命名で、特に当時精神病と見なされた人々、
幼児などの造形を指すが、伝統的な素材を用いな
いデュビュッフェ自身の作品もこの名で呼ばれる
ことがある。（『西洋美術用語辞典』21頁）
12）「部外者の美術」という意味。既成の美術制度
（教育、評価、団体など）の外側にいる者によっ
て制作された作品のことで、結果として、知的障
害者などによる造形を意味する。民族芸術、原
始美術、子どもの作品をふくめる場合もあった。
（『西洋美術用語辞典』２頁）
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SUMMARY
Kensuke  HIGUCHI:
Consideration about the Function of Art
－ Through Workshop in the Institution for Children with a Disability and the Exhibition －
　　　 In this paper, I report on workshop in the institution for children with a disability and the exhibition in Tendo 
City Museum of Art. The purpose of this paper is to fi nd my guide of the study and the educational activity. I thought 
art have function of mediating between person and person, person and community, a institution and community 
through the workshop and the exhibition. In the future, I pay my attention to a function as the medium of art and 
examine the practice of workshop repeatedly. 
(Uyo Gakuen College) 
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